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冬
休
み
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

　
長
期
休
業
中
は
、
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
時
期

で
す
。
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

不
審
者
に
出
会
っ
た
と
き
の
対
応
は
？　
「
い
か
の
お
す
し
」
を
合
言
葉
に
！

「
い
か
な
い
・
の
ら
な
い
・
お
お
声
を
出
す
・
す
ぐ
に
逃
げ
る
・
し
ら
せ
る
。」

を
合
い
言
葉
に
、
危
険
か
ら
身
を
回
避
さ
せ
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
歩
き
ス
マ
ホ
・
な
が
ら
操
作
に
よ
る

事
故
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
の
確
認
や
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

愛
の
ひ
と
声
を
！

子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
気
に
な
っ
た
と
き

は
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
優
し
く
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
よ
い
行
い
は
、
そ
の

場
で
褒
め
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
！

未
成
年
の
飲
酒
や
喫
煙
は
、
非
行
の
第
一
歩
で
す
。

「
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
！
」
の
一
言
が
、
子
ど
も
を
非
行
か
ら
救
い
ま
す
。
酒

や
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
知
識
と
判
断
力
が
不
十
分
で
す
。

話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
！　
千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に
よ
り
、

保
護
者
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
青
少
年
を
午
後
11
時
か
ら
午
前

４
時
ま
で
の
間
、外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
護
者
の
同
伴
な
し
に
16
歳
未
満
の
子
ど
も
が
午
後
６
時
以
降
に
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
立
ち
入
る
こ
と
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
や
、
千
葉
県
施
行
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
青
少
年
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
青
少
年
の
非
行
や
生
活
の
乱
れ
な
ど
の

悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
助
言
・
指
導
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
電
話
相
談
、
来
所
相
談
（
要
電
話
予
約
）

が
あ
り
、
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
／
大
和
田
１
３
８

－

２

教
育
委
員
会
庁
舎
内
（
４
８
３
）２
８
４
２
へ

千
葉
の
そ
ら

　
み
ん
な
の
力
で

　
さ
わ
や
か
に

　
冬
は
、
大
気
汚
染
物
質
が
よ
ど
み
や
す
い
気
象
条
件
が
多
く
な
り
ま
す
。
自

動
車
の
排
ガ
ス
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
は
、
窒
素
酸

化
物
や
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
な
ど
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
物

質
や
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
①
節
電
に
努
め
る
、
②
暖
房
は
室
温
20
度
を
目
安
に
設
定
す
る
、
③
暖
房
機

器
や
自
動
車
な
ど
は
環
境
負
荷
の
少
な
い
も
の
を
使
用
す
る
、
④
太
陽
光
な
ど

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
、
⑤
自
転
車
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
努

め
る
、
⑥
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
や
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ
を
行
わ
な
い

な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
る
。

（
環
境
保
全
課
）
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●臨時に支給

30年度支給割合 加算措置の状況
期末手当 2.6月分（再任用職員1.45月分）職制上の段階、職務の級等による加算措置
勤勉手当 1.85月分（再任用職員0.9月分） 役職加算５～15％

期末・勤勉手当

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
　　25年 28.0395月分 33.27075月分
　　35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

退職手当

　退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が規定されていま
す。本市で30年度に退職した職員に支給された1人当たり平均支給額は1,290万円です。
定年前早期退職特例措置は２～20％加算。
　このほか、管理職手当、夜間勤務手当、災害派遣手当などがあります。

⒉ 人事行政運営の状況（30年度）
（1）職員の任免・退職管理の状況
　30年４月１日～31年３月31日までの採用者数は44人、退職者数は55人（定年退職18人、
勧奨退職６人、普通退職30人、死亡退職１人。八千代市に再任用された人は14人、千葉県
に採用された人は11人、営利企業等に就職した人は１人）です。

（4）休暇等
①年次休暇…一年度で20日
②病気休暇…職員の負傷及び疾病の場合、療養に必要な期間
③特別休暇…職員の分べん、結婚、忌引、夏季休暇など
④看護休暇…配偶者、親族の疾病などによる看護。ひとつの事由で３年まで無給
⑤育児休業…満３歳に達するまでの子について、その職員が養育する場合で無給

（5）職員の分限及び懲戒処分
① 分限処分…公務の能率の維持などの目的から、職員の意に反して行う処分。降任、免職、
休職、降給の４種類（30年度中に処分を受けた職員は、病気等による休職で25人）。
② 懲戒処分…職員の職務上の義務違反、公務員としてふさわしくない非行がある場合の処分。
戒告、減給、停職、免職の４種類（30年度中に処分を受けた職員は減給で１人、戒告で１人）。

お問い合わせは職員課 483-1151（代表）、公営企業職員については上下水道局経営企画課へ。詳しくは市ホームページ・法務課情報公開班で閲覧を。

⑨特別職の報酬等 31年４月１日現在

区分 給料月額 地域手当 期末手当 退職手当
市　長 94万6,000円

8%
31年度支給率
4.05月分

94万6,000円×在職月数×0.35
副市長 80万4,000円 80万4,000円×在職月数×0.25
教育長 73万7,000円 73万7,000円×在職月数×0.20
事業管理者 71万8,000円 71万8,000円×在職月数×0.20
議　長 52万円
副議長 48万円
議　員 46万円

（2）部門別職員数の状況と主な増減理由 各年４月１日現在

※は条例定数の合計。職員数は一般職に属する職員の人数。
（　）は再任用の短時間勤務職員。

部門 職員数 対前年
増減数 主な増減理由

人口１万人
当たりの職
員数30年 31年

普
通
会
計

一
般
行
政

議会 10 10 0
総務 253 231 -22 事務の統廃合縮小
税務 65 64 -1 欠員不補充
民生 305 301 -4 事務の統廃合縮小
衛生 111 108 -3 事務の統廃合縮小
労働 0 0 0
農林水産 20 20 0
商工 13 11 -2 事務の統廃合縮小
土木 99 99 0
小計 876 844 -32 42.4人

教育 115 139 24 業務増
消防 215 224 9 業務増

小計 1,206
（114）

1,207
（122） 1 60.7人

公
営
企
業
等

会
計
部
門
　

水道 37 38 1 業務増
下水道 23 20 -3 事務の統廃合縮小
その他 59 59 0

小計 119
（2）

117
（3） -2 　

合　計
1,325
（116）
※1,401

1,324
（125）
※1,401

-1 66.5人

（3）年齢別職員構成 31年４月１日現在

（　）は再任用短時間勤務職員

20歳未満 20～23歳 24～27歳 28～31歳 32～35歳 36～39歳 40～43歳
職員数 9人 81人 155人 170人 218人 136人 122人
構成比 0.7% 6.1% 11.7% 12.8% 16.5% 10.3% 9.2%

44～47歳 48～51歳 52～55歳 56～59歳 60歳以上 計
職員数 106人 117人 103人 93人 14人（125人） 1,324人（125人）
構成比 8.0% 8.8% 7.8% 7.0% 1.1% 100.0%

（2）職種別の職員数 30年４月１日現在

事務系 技術系 栄養士
保育士

技能
労務系 医療職関係 教育関係 消防職 合計

690人 122人 162人 50人 57人 29人 215人 1,325人

（3）職員の勤務時間（消防署などでは変則勤務があります） 30年４月１日現在

１週間の勤務時間 38時間45分
１日の勤務時間 ７時間45分（始業８時30分・終業17時15分・休憩１時間）

（2）職員の平均給料月額及び平均年齢 31年４月１日現在

水道事業 公共下水道事業
平均給料月額 30万1,042円 30万6,700円
平均年齢 38.8歳 39歳

（1）職員給与費 30年度決算・職員数は30年４月１日現在

水道事業 公共下水道事業
職員数（A） 37人 23人
給料 １億2,486万円 8,407万円
職員手当 3,485万円 2,823万円
期末・勤勉手当 5,518万円 3,693万円
給与費計（B） ２億1,489万円 １億4,923万円
１人当たり給与費（B/A） 581万円 649万円

⒊ 公営企業職員の給与等の概要


